
(57)【要約】

【課題】簡単な構成で暗所においても放電遅れが少なく

、起動特性に優れた放電ランプを実現する。

【解決手段】円筒状のバルブ２の内面に蛍光体層８を形

成し、バルブ内に希ガスを封入し、バルブの一端内部に

内部電極３を設け、バルブの外部に外部電極５を設け、

内部電極３と外部電極５との間に交流の高電圧を印加し

て希ガスを放電させ、蛍光体層８を発光させる放電ラン

プにあって、内部電極とバルブ内壁との距離が最短とな

る場所における当該バルブの外部位置に外部電極の一部

が存在する構造にした。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
円 筒 状 の バ ル ブ の 内 面 に 蛍 光 体 層 を 形 成 し 、 前 記 バ ル ブ 内 に 希 ガ ス を 封 入 し 、 前 記 バ ル ブ
の 一 端 内 部 に 内 部 電 極 を 設 け 、 前 記 バ ル ブ の 外 部 に 外 部 電 極 を 設 け 、 前 記 内 部 電 極 と 外 部
電 極 と の 間 に 交 流 の 高 電 圧 を 印 加 し て 前 記 希 ガ ス を 放 電 さ せ 、 前 記 蛍 光 体 層 を 発 光 さ せ る
放 電 ラ ン プ で あ っ て 、
前 記 内 部 電 極 と バ ル ブ 内 壁 と の 距 離 が 最 短 と な る 場 所 に お け る 当 該 バ ル ブ の 外 部 位 置 に 前
記 外 部 電 極 の 一 部 が 存 在 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 放 電 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
円 筒 状 の バ ル ブ の 内 面 に 蛍 光 体 層 を 形 成 し 、 前 記 バ ル ブ 内 に 希 ガ ス を 封 入 し 、 前 記 バ ル ブ
の 一 端 内 部 に 内 部 電 極 を 設 け 、 前 記 バ ル ブ の 外 部 に 外 部 電 極 を 設 け 、 前 記 内 部 電 極 と 外 部
電 極 と の 間 に 交 流 の 高 電 圧 を 印 加 し て 前 記 希 ガ ス を 放 電 さ せ 、 前 記 蛍 光 体 層 を 発 光 さ せ る
放 電 ラ ン プ で あ っ て 、
前 記 内 部 電 極 の 形 状 を 、 バ ル ブ の 長 手 軸 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お い て 非 真 円 で あ る よ う に し
、 か つ 、 前 記 内 部 電 極 と バ ル ブ 内 壁 と の 距 離 が 最 短 と な る 場 所 に お け る 当 該 バ ル ブ の 外 部
位 置 に 前 記 外 部 電 極 の 一 部 が 存 在 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 放 電 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
円 筒 状 の バ ル ブ の 内 面 に 蛍 光 体 層 を 形 成 し 、 前 記 バ ル ブ 内 に 希 ガ ス を 封 入 し 、 前 記 バ ル ブ
の 一 端 内 部 に 内 部 電 極 を 設 け 、 前 記 バ ル ブ の 外 部 に 外 部 電 極 を 設 け 、 前 記 内 部 電 極 と 外 部
電 極 と の 間 に 交 流 の 高 電 圧 を 印 加 し て 前 記 希 ガ ス を 放 電 さ せ 、 前 記 蛍 光 体 層 を 発 光 さ せ る
放 電 ラ ン プ で あ っ て 、
前 記 内 部 電 極 と 外 部 電 極 と の 最 小 距 離 を 結 ん だ 線 上 で の 当 該 内 部 電 極 か ら バ ル ブ の 内 壁 ま
で の 距 離 を 、 放 電 始 動 が 可 能 な 範 囲 で 、 か つ ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 に し た こ と を 特 徴 と す る 放 電
ラ ン プ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 放 電 ラ ン プ を 備 え た 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 放 電 ラ ン プ 及 び 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 的 に 各 種 放 電 ラ ン プ は 、 始 動 時 に 放 電 の き っ か け と な る 初 期 電 子 が 存 在 し な い と 電 離
が 円 滑 に 行 わ れ ず 、 し た が っ て 始 動 が 不 能 も し く は 困 難 に な る 特 性 が あ る 。 放 電 の き っ か
け と な る 初 期 電 子 と な る の は 、 熱 電 子 、 光 電 子 、 高 電 界 に よ り 放 出 さ れ る 電 子 、 自 然 界 の
宇 宙 線 な ど で あ り 、 外 部 か ら 光 が 届 か な い 暗 黒 雰 囲 気 中 に 放 電 ラ ン プ を 留 め 置 き し た 場 合
、 初 期 電 子 が 存 在 し な く な る た め に 始 動 特 性 が 悪 く な る 。 ま た 、 こ の よ う な 理 由 か ら 、 放
電 ラ ン プ の 放 電 開 始 時 間 は 確 率 的 な バ ラ ツ キ を 持 つ 。 そ の 平 均 放 電 開 始 遅 れ 時 間 τ は 、 次
式 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 数 １ 】
τ ＝ １ ／ （ Ｐ ・ Ｑ ）
た だ し 、 Ｐ は １ 個 の 電 子 が 放 電 に 至 る 確 率 、 Ｑ は 初 期 電 子 数 （ 個 ／ 秒 ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 数 １ 式 か ら 分 か る よ う に 、 Ｐ 及 び Ｑ が 大 き い ほ ど 平 均 放 電 開 始 時 間 は 短 く な る 。 初 期
電 子 は 、 （ １ ） 宇 宙 線 、 大 地 か ら の 放 射 線 に よ り 生 成 さ れ る 電 子 、 （ ２ ） 光 電 子 、 （ ３ ）
電 界 放 出 に よ る 電 子 、 （ ４ ） ｅ ｘ ｏ 電 子 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 た と え ば 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 等 に 組 み 込 ま れ た 状 態 で は 、 放 電 ラ ン プ は
暗 所 に 存 在 す る こ と と な り 、 初 期 電 子 源 で あ る 光 電 子 の 供 給 が 期 待 で き な い 。 初 期 電 子 源
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を 増 や す 方 法 と し て 、 放 射 性 物 質 を 管 内 に 微 量 封 入 す る 方 法 や 、 ｅ ｘ ｏ 電 子 を 放 出 す る Ａ
ｌ ２ 　 Ｏ ３ 　 な ど を 管 内 に 封 入 す る 方 法 な ど が よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 上 記 の Ｐ に つ い て は 、 次 式 に よ り 与 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ こ で 、 ｑ は イ オ ン に よ り 放 出 さ れ た 平 均 ２ 次 電 子 数 、 γ は ２ 次 電 子 放 出 確 率 、 ｄ は 電 極
間 距 離 、 ｐ は ガ ス 圧 、 Ｅ は 電 界 強 度 、 Ａ ， Ｂ は 定 数 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
す な わ ち 、 Ｐ を 大 き く す る 方 法 の １ つ と し て 、 電 極 間 距 離 ｄ を 短 く す る 方 法 が 考 え ら れ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ６ １ － １ ２ ６ ５ ５ ９ 号 公 報
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 の 従 来 の 技 術 的 課 題 に 鑑 み た も の で 、 円 筒 状 の バ ル ブ の 一 端 の 内 部 に 内 部
電 極 を 設 け る と と も に 、 こ の バ ル ブ の 外 表 面 に 外 部 電 極 を 設 け 、 内 部 電 極 と 外 部 電 極 と で
放 電 さ せ る 低 圧 放 電 ラ ン プ に あ っ て 、 簡 単 な 構 成 で 暗 所 に お い て も 放 電 遅 れ が 少 な く 、 起
動 特 性 に 優 れ た 放 電 ラ ン プ 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は ま た 、 放 電 が 安 定 化 し て い て チ ラ ツ キ の 無 い 放 電 ラ ン プ 技 術 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 円 筒 状 の バ ル ブ の 内 面 に 蛍 光 体 層 を 形 成 し 、 前 記 バ ル ブ 内 に 希 ガ ス を
封 入 し 、 前 記 バ ル ブ の 一 端 内 部 に 内 部 電 極 を 設 け 、 前 記 バ ル ブ の 外 部 に 外 部 電 極 を 設 け 、
前 記 内 部 電 極 と 外 部 電 極 と の 間 に 交 流 の 高 電 圧 を 印 加 し て 前 記 希 ガ ス を 放 電 さ せ 、 前 記 蛍
光 体 層 を 発 光 さ せ る 放 電 ラ ン プ で あ っ て 、 前 記 内 部 電 極 と バ ル ブ 内 壁 と の 距 離 が 最 短 と な
る 場 所 に お け る 当 該 バ ル ブ の 外 部 位 置 に 前 記 外 部 電 極 の 一 部 が 存 在 す る よ う に し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 １ の 発 明 の 放 電 ラ ン プ で は 、 バ ル ブ の 内 壁 と 内 部 電 極 と が 最 短 距 離 と な る 位 置 に お
い て 、 バ ル ブ の 外 部 に 外 部 電 極 の 一 部 が 存 在 す る よ う に し た こ と に よ り 、 バ ル ブ の 内 外 の
内 部 電 極 と 外 部 電 極 と が 最 短 に な る 位 置 関 係 に な り 、 平 均 放 電 遅 れ 時 間 が 短 く な り 、 暗 黒
始 動 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 円 筒 状 の バ ル ブ の 内 面 に 蛍 光 体 層 を 形 成 し 、 前 記 バ ル ブ 内 に 希 ガ ス を
封 入 し 、 前 記 バ ル ブ の 一 端 内 部 に 内 部 電 極 を 設 け 、 前 記 バ ル ブ の 外 部 に 外 部 電 極 を 設 け 、
前 記 内 部 電 極 と 外 部 電 極 と の 間 に 交 流 の 高 電 圧 を 印 加 し て 前 記 希 ガ ス を 放 電 さ せ 、 前 記 蛍
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光 体 層 を 発 光 さ せ る 放 電 ラ ン プ で あ っ て 、 前 記 内 部 電 極 の 形 状 を 、 バ ル ブ の 長 手 軸 方 向 に
垂 直 な 断 面 に お い て 非 真 円 で あ る よ う に し 、 か つ 、 前 記 内 部 電 極 と バ ル ブ 内 壁 と の 距 離 が
最 短 と な る 場 所 に お け る 当 該 バ ル ブ の 外 部 位 置 に 前 記 外 部 電 極 の 一 部 が 存 在 す る よ う に し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ２ の 発 明 の 放 電 ラ ン プ で は 、 バ ル ブ の 断 面 方 向 に 対 し 非 真 円 で あ る 内 部 電 極 と バ ル
ブ 外 部 の 外 部 電 極 と が 最 短 と な る 位 置 関 係 に な り 、 平 均 放 電 遅 れ 時 間 が 短 く な り 、 暗 黒 始
動 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 円 筒 状 の バ ル ブ の 内 面 に 蛍 光 体 層 を 形 成 し 、 前 記 バ ル ブ 内 に 希 ガ ス を
封 入 し 、 前 記 バ ル ブ の 一 端 内 部 に 内 部 電 極 を 設 け 、 前 記 バ ル ブ の 外 部 に 外 部 電 極 を 設 け 、
前 記 内 部 電 極 と 外 部 電 極 と の 間 に 交 流 の 高 電 圧 を 印 加 し て 前 記 希 ガ ス を 放 電 さ せ 、 前 記 蛍
光 体 層 を 発 光 さ せ る 放 電 ラ ン プ で あ っ て 、 前 記 内 部 電 極 と 外 部 電 極 と の 最 小 距 離 を 結 ん だ
線 上 で の 当 該 内 部 電 極 か ら バ ル ブ の 内 壁 ま で の 距 離 を 、 放 電 始 動 が 可 能 な 範 囲 で 、 か つ ０
． ２ ｍ ｍ 以 下 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ３ の 発 明 の 放 電 ラ ン プ で は 、 バ ル ブ 内 部 の 一 端 に 位 置 す る 内 部 電 極 と バ ル ブ 外 部 の
外 部 電 極 と の 最 小 距 離 を 結 ん だ 線 上 で の 内 部 電 極 か ら バ ル ブ 内 壁 ま で の 距 離 を ０ ． ２ ｍ ｍ
以 下 に す る こ と に よ り 、 平 均 放 電 遅 れ が 短 く な り 、 暗 黒 指 導 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ４ の 発 明 の 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の 放 電 ラ ン プ
を 備 え た も の で あ り 、 暗 黒 始 動 性 の 良 い 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ い て 詳 説 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 の 形 態
の 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 を 示 し て い る 。 こ の 絵 強 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 は 、 放 電 ラ ン プ １ と こ
れ に 高 周 波 高 電 圧 を 印 加 す る 電 源 １ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
放 電 ラ ン プ １ は 内 部 に 細 長 い 放 電 空 間 ７ を 形 成 し た バ ル ブ ２ を 備 え て い る 。 こ の バ ル ブ ２
は ガ ラ ス チ ュ ー ブ か ら 成 り 、 例 え ば 外 径 φ ２ ． ４ ｍ ｍ 、 内 径 φ ２ ． ０ ｍ ｍ 、 全 長 １ ６ ０ ｍ
ｍ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
放 電 ラ ン プ １ の バ ル ブ ２ の 一 端 に は 、 リ ー ド 線 ４ が 気 密 に 貫 通 さ せ て あ る 。 こ の リ ー ド 線
４ か ら 放 電 空 間 ７ 内 に 延 び た 端 部 に は 、 内 部 電 極 ３ を 固 定 し て あ る 。 バ ル ブ ２ の 内 面 に は
蛍 光 体 被 膜 ８ が 形 成 し て あ り 、 か つ 、 こ の バ ル ブ ２ の 放 電 空 間 ７ に は キ セ ノ ン 及 び ネ オ ン
の 混 合 ガ ス が １ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ０ Ｐ ａ の 封 入 圧 に 封 入 し て あ る 。 バ ル ブ ２ の 外 表 面 に は
外 部 電 極 ５ が 設 け て あ る 。 こ の 外 部 電 極 ５ の 外 側 に は 、 熱 収 縮 チ ュ ー ブ ６ が 外 部 電 極 ５ を
被 覆 し 、 固 定 す る よ う に 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 構 造 の 放 電 ラ ン プ １ で は 、 内 部 電 極 ３ お よ び 外 部 電 極 ５ 間 に 例 え ば 高 周 波 パ ル ス イ ン
バ ー タ の 様 な 電 源 １ ０ に よ り 高 周 波 の 高 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て バ ル ブ ２ を 誘 電 体 層
と し て 放 電 を 行 わ せ 、 蛍 光 体 被 膜 ８ で 蛍 光 を 発 光 さ せ 、 そ の 光 を 外 部 に 放 射 さ せ 、 液 晶 を
背 面 か ら 照 明 す る 光 源 と し て 働 く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 放 電 ラ ン プ １ の 内 部 電 極 ３ は 、 バ ル ブ ２ の 長 手 軸 方 向 に 垂 直 な 断 面 に
お け る 断 面 形 状 が 非 真 円 で あ る 。 そ し て 、 こ の 内 部 電 極 ３ と バ ル ブ ２ の 内 壁 が 最 短 距 離 と
な る 位 置 Ａ に お い て 、 当 該 内 部 電 極 ２ の 対 向 す る バ ル ブ ２ の 外 表 面 に 外 部 電 極 ５ の 一 部 が
存 在 す る よ う に し て あ る 。 こ の 部 分 に お け る 内 部 電 極 ３ と 外 部 電 極 ５ と の 最 小 距 離 を 結 ん
だ 線 上 で の バ ル ブ 内 壁 ま で の 間 隔 Ｄ １ は 、 放 電 始 動 が 可 能 な 範 囲 で 、 か つ ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下
に 設 定 す る の が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 図 ３ の 断 面 図 に 示 し た よ う に 、 放 電 ラ ン プ １ に お け る 内 部 電 極 ３ が 真 円 の 断 面 形 状
を な す も の を 使 用 す る こ と も で き る が 、 こ の 場 合 、 こ の 内 部 電 極 ３ の 中 心 位 置 Ｃ １ を バ ル
ブ ２ の 中 心 軸 Ｃ ２ か ら ず ら す こ と に よ り 、 内 部 電 極 ３ の 一 部 が バ ル ブ ２ の 内 壁 に 近 づ く よ
う に し 、 か つ 、 そ の 内 部 電 極 ３ と バ ル ブ ２ の 内 壁 と が 最 短 距 離 を と る 場 所 に お い て 、 バ ル
ブ ２ の 外 側 に 外 部 電 極 ５ の 一 部 が 位 置 す る 構 造 に す る こ と も で き る 。 そ し て こ の 場 合 に も
、 最 短 距 離 部 分 に お け る 内 部 電 極 ３ と 外 部 電 極 ５ と の 最 小 距 離 を 結 ん だ 線 上 で の バ ル ブ 内
壁 ま で の 間 隔 Ｄ ２ は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 に 設 定 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 外 部 電 極 ５ は 、 図 １ に 示 し た よ う な 螺 旋 状 に 巻 い た 金 属 線 で 構 成 し な く て も よ く 、
例 え ば 、 バ ル ブ ２ の 外 表 面 に そ の 長 手 軸 方 向 に 直 線 上 に 形 成 さ れ た 金 属 テ ー プ 、 蒸 着 膜 、
導 電 性 樹 脂 等 で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 図 ２ の 構 成 の 放 電 ラ ン プ １ を 用 い た 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 で 点 灯 を 行 っ た と こ ろ 、 放
電 ラ ン プ １ の 放 電 開 始 時 間 の 分 布 が 図 ４ に 示 す も の で あ っ た 。 こ の と き の 内 部 電 極 ３ と 外
部 電 極 ５ の 最 小 距 離 を 結 ん だ 線 上 で の バ ル ブ 内 壁 ま で の 間 隔 Ｄ １ は ０ ． ２ ｍ ｍ に な る よ う
に 設 計 し た 。 従 来 ラ ン プ の 放 電 開 始 時 間 の 分 布 を 図 ５ に 示 す 。 従 来 ラ ン プ は 、 内 部 電 極 ３
と 外 部 電 極 ５ の 最 小 距 離 を 結 ん だ 線 上 で の バ ル ブ 内 壁 ま で の 間 隔 Ｄ ２ に は ば ら つ き が 存 在
す る 。 上 記 の 図 ３ に 示 し た 構 成 の 放 電 ラ ン プ １ を 用 い た 場 合 で も 、 同 様 の 結 果 を 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 試 験 結 果 よ り 、 内 部 電 極 ３ と バ ル ブ ２ の 内 壁 と の 距 離 が 最 短 と な る バ ル ブ ２ の 対 向 す
る 位 置 に 外 部 電 極 ５ を 形 成 し た 構 成 の 放 電 ラ ン プ １ の 場 合 、 平 均 放 電 開 始 時 間 が 短 く な り
、 暗 所 始 動 性 が 向 上 す る こ と が 確 認 で き た 。 ま た 、 図 ２ 、 図 ３ い ず れ の 構 成 の 放 電 ラ ン プ
１ の 場 合 も 、 内 部 電 極 ３ と 外 部 電 極 ５ と の バ ル ブ ２ 内 面 側 放 電 が 常 に 両 者 が 一 番 近 い 位 置
に 形 成 さ れ 、 陽 光 柱 の 揺 ら ぎ に よ る チ ラ ツ キ が 解 消 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 請 求 項 １ の 発 明 の 放 電 ラ ン プ に よ れ ば 、 バ ル ブ の 内 壁 と 内 部 電 極 と が 最 短 距
離 と な る 位 置 に お い て 、 バ ル ブ の 外 部 に 外 部 電 極 の 一 部 が 存 在 す る よ う に し た こ と に よ り
、 バ ル ブ の 内 外 の 内 部 電 極 と 外 部 電 極 と が 最 短 に な る 位 置 関 係 に な り 、 こ れ を 放 電 点 灯 さ
せ る 場 合 、 平 均 放 電 遅 れ 時 間 が 短 く な り 、 暗 黒 始 動 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 の 放 電 ラ ン プ に よ れ ば 、 バ ル ブ の 断 面 方 向 に 対 し 非 真 円 で あ る 内 部 電 極 と
バ ル ブ 外 部 の 外 部 電 極 と が 最 短 と な る 位 置 関 係 に な り 、 こ れ を 放 電 点 灯 さ せ る 場 合 、 平 均
放 電 遅 れ 時 間 が 短 く な り 、 暗 黒 始 動 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ３ の 発 明 の 放 電 ラ ン プ に よ れ ば 、 バ ル ブ 内 部 の 一 端 に 位 置 す る 内 部 電 極 と バ ル ブ 外
部 の 外 部 電 極 と の 最 小 距 離 を 結 ん だ 線 上 で の 内 部 電 極 か ら バ ル ブ 内 壁 ま で の 距 離 が ０ ． ２
ｍ ｍ 以 下 に す る こ と に よ り 、 こ れ を 点 灯 さ せ る 場 合 、 平 均 放 電 遅 れ が 短 く な り 、 暗 黒 指 導
性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 ４ の 発 明 の 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の 放 電
ラ ン プ を 備 え た も の で あ り 、 暗 黒 始 動 性 の 良 い 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に 使 用 す る 放 電 ラ ン プ の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 放 電 ラ ン プ の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 放 電 ラ ン プ の 点 灯 開 始 時 間 の 分 布 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ５ 】 従 来 の 放 電 ラ ン プ の 点 灯 開 始 時 間 の 分 布 を 示 す グ ラ フ 。
【 符 号 の 説 明 】
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１ 　 放 電 ラ ン プ
２ 　 バ ル ブ
３ 　 内 部 電 極
４ 　 リ ー ド 線
５ 　 外 部 電 極
６ 　 熱 収 縮 チ ュ ー ブ
７ 　 放 電 空 間
８ 　 蛍 光 体 被 膜
１ ０ 　 高 周 波 電 源

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

(7) JP 2004-152605 A 2004.5.27



フロントページの続き

(74)代理人  100101247
            弁理士　高橋　俊一
(74)代理人  100098327
            弁理士　高松　俊雄
(72)発明者  土屋　竜二
            愛媛県今治市旭町５丁目２番地の１　ハリソン東芝ライティング株式会社内
(72)発明者  矢野　英寿
            愛媛県今治市旭町５丁目２番地の１　ハリソン東芝ライティング株式会社内

(8) JP 2004-152605 A 2004.5.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

